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６
１
０
１
１

秋
晴
れ
の
ｎ
月
１
日
。
恒
例
の
津
高

和
一
氏
の
自
宅
で
ひ
ら
か
れ
る
「
対
話

の
た
め
の
作
品
展
」
が
ひ
ら
か
れ
た
。

津
高
邸
は
農
家
風
の
し
つ
ら
え
で
あ

り
、
広
い
芝
生
の
庭
が
あ
り
、
ア
ト
リ

エ
が
あ
る
と
い
っ
た
牧
歌
的
雰
囲
気
。

こ
こ
を
全
部
開
放
し
て
、
作
品
が
並

べ
ら
れ
、
月
１
日
か
ら
５
日
ま
で
ひ
ら

か
れ
た
。
作
品
は
、
油
、
水
墨
、
石
版

画
、
詩
情
豊
か
な
津
高
作
品
が
秋
の
光

の
な
か
に
、
に
ぶ
く
光
っ
て
い
る
。

こ
の
集
い
も
９
年
目
で
あ
る
。
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
で
は
関
西
の
文
化

人
が
、
作
品
展
を
さ
か
な
に
し
て
集
う

作
家
の
白
川
渥
氏
が
、
小
倉
敬
二
氏
が

ア
ト
リ
エ
の
な
か
で
は
、
詩
人
の
小
野

＋
三
郎
、
竹
中
郁
、
足
立
巻
一
の
各
氏

が
賑
や
か
に
話
題
を
ひ
ろ
げ
て
い
る
と

い
っ
た
具
合
、
主
人
公
ご
夫
妻
も
応
待

に
い
と
ま
が
な
い
。
元
永
定
正
、
赤
尾

兜
子
、
松
井
高
男
、
松
永
俊
一
氏
と
い
っ

た
顔
も
見
え
る
。
古
林
喜
楽
、
大
鋸
時

生
、
十
河
巌
さ
ん
な
ど
も
ひ
と
か
た
ま

り
に
な
っ
て
話
に
花
が
咲
い
て
い
る
。

陽
が
落
ち
は
じ
め
る
と
い
さ
さ
か
冷

め
た
さ
は
感
じ
る
が
、
こ
の
心
暖
た
ま

る
場
は
確
か
に
対
話
が
あ
る
。

津
高
和
一
氏
は
ま
た
、
大
阪
芸
大
の

教
授
で
も
あ
る
。
最
近
、
こ
の
集
い
に

若
い
人
が
多
く
な
り
、
い
ろ
い
ろ
と
パ

ー
テ
ィ
の
手
伝
い
を
し
て
い
た
人
た
ち

も
お
弟
子
さ
ん
達
な
の
で
あ
ろ
う
。

上は絵のある芝生に腰かけて津高パーティ最高潮。
下左は詩人の竹中郁、小野＋三郎、厚方巻一氏。下右は津高和一氏（右）と古林喜楽氏。
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副
話
題
の
ひ
ろ
ば
八
２
Ｖ

上左西武百貨店前に置かれた小寺元市長愛用の西洋馬車に見入る人々。上右は「神戸を語る」淀川さん（右）と本
誌小泉（左) 。下左はにぎわう「にしむら加俳店」とトアロード「マキシン」のおしゃれな帽子が人気（下右〕。

１
１０７
１

臓
鯨
西
武
百
貨
店
で

「
神
戸
フ
ェ
ア
」

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
あ
た
り
か
ら
渋
谷
の

パ
ル
コ
界
隈
は
、
パ
リ
の
街
角
を
感
じ

る
東
京
の
新
し
い
顔
。

秋
深
い
十
一
月
六
口
か
ら
十
一
日
ま

で
渋
谷
の
西
武
百
貨
店
が
、
Ａ
館
増
築

完
成
記
念
に
、
Ｂ
館
七
階
催
場
の
三
五

○
坪
の
ス
ペ
ー
ス
で
〃
神
戸
フ
ェ
ア
″

を
開
い
て
話
題
を
呼
ん
だ
。

テ
ー
マ
は
〃
ヨ
ー
江
シ
バ
と
呼
び
た

い
は
い
か
ら
特
集
″
・
港
神
戸
の
味
覚

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
、
家

具
と
神
戸
っ
子
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
集

め
て
、
展
示
と
販
売
を
｛
塁
足
人
に
ア
ピ

ー
ル
。
初
日
に
は
神
戸
出
身
の
淀
川
長

治
さ
ん
も
か
け
つ
け
て
「
神
戸
を
語
る
」

ひ
と
と
き
も
あ
り
、
終
る
と
東
京
住
い

の
神
戸
っ
子
達
が
懐
し
く
語
り
か
け
る

一
幕
も
あ
っ
た
。
参
加
店
約
五
○
社
。

神
戸
う
ま
い
も
の
会
／
ト
ァ
ロ
ー
ド
・
デ
リ
カ

テ
ッ
セ
ン
、
古
希
庵
、
高
嶋
平
企
間
店
、
束
村
徳

太
郎
商
店
、
か
い
や
、
白
水
粟
、
大
井
肉
店
、
宇

治
川
蒲
鉾
、
丸
十
、
神
戸
下
村
、
オ
リ
ヱ
ン
ク
ル

ホ
テ
ル
、
杢
蝶
駒
家
、
稲
荷
屋
、
三
笠
屋
、
川
上

商
店
、
淡
路
屋
、
に
し
む
ら
瑚
誹
店
、
赤
の
れ

ん
、
ド
ン
パ
ル
、
六
甲
パ
タ
ー
、
カ
ポ
ネ
、
ピ
ス

ト
ロ
ド
ゥ
リ
ヨ
ン
、
ピ
ノ
ッ
キ
オ
、
テ
ィ
フ
ァ
ー

ナ
、
本
高
砂
屋
、
ヒ
ロ
タ
、
他
井
堂
総
本
店
、
菅

閲
、
う
い
ろ
や
、
豊
田
屋
、
え
び
ら
飴
、
モ
ロ
ゾ

フ
、
岡
女
堂
、
柴
田
最
盛
堂
、
寒
川
本
舗
、
灘
の

酒
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
店
芸
夢
、
ベ
ニ
ヤ
、
リ
リ

ー
、
マ
ス
ヤ
、
ポ
ニ
ー
、
カ
ワ
ム
ラ
、
マ
キ
シ

ン
、
美
登
里
屋
、
カ
ク
シ
ン
。
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
の

店
／
元
町
美
術
、
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
、
セ
ン
ト
ジ
ョ

ー
ジ
、
フ
レ
ア
。
家
具
／
た
か
れ
や
そ
の
他
。
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交

句

■

顕微鏡・天体望遠鏡・航う毎計器・光学器一般

服部メガネ店ネ
神戸・大丸前ＴＥＬ３３１－１１２３

画'

& 息蕊
駕唖ｉ韓心

本店皇桝神社北来雪上ビル２Ｆ
芦屋支店芦耀: : i 阪神芦曝瓢l i J Ⅷ
お貸衣裳苫Ｕ

花嫁衣裳サロン
蝋

専属結婚式場, k 田神社会館
1 1 1 神社前辿
･ オリエシタルホ

M 譲盤鎚篭

f Z j ，畠湖謹弓踊’

凸舎

ＴＥＬ, ３３１８８９４．４９１７
ＴＥＬ, ０７９７‐２２．４０６７

収戚初代連藤波i l t 子I f f 流

ｋ田尾芙久子の店
．』,雌Ｌ３３１．．３２５８
テル汲急六:''111ホテル･蔀,l+|側他

1０８
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~1０９

こんにちは赤ちゃん

芦嘘I i ﾃ 柑道町／藤川吉降ちゃん

完全看護☆冷暖房完備☆病院前駐車可自信

蔓柿沼産婦人科

芦屋市大耕町１番' 8 号
国道芦屋川電停東5 0 米( 明治生命南）
壷芦屋（0 7 9 7 ）３１－１２３４代表

幼児歯科
小児歯科

SAMOTOPEDIATRICDENTISTRY

佐本小児歯科

母親教室
( 初診日）火曜日午前９時3 0 分

金曜日午後１時3 0 分

( 木曜日は休診）

そごう前センター街東角・さんらか入Ｌｊ
住友銀行三宮ピル６階
〒 6 5 0 生田区加納町５丁目３９

ＴＥＬ（0 7 8 ) ３３１６３０２～３

８
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心

節

己

★ヨーロッパ、ヘア情報
サッスーンのテントカット

鱗
▲酒井さん

ＴＥＮＴＣＵＴ

鱗
望j 幽竺州
独、仏、スイス、ベルギーの美容院
での勉強を終え、神戸にヨーロッパの
新Ｌい技術を､ 持って帰って来ました。
ヨーロッパ1 9 7 5 / 7 6 秋～冬のニユー

ヘァスタイルをご紹介します。
☆パリ・C o n p p e ・S O L E I L （太陽の源
泉）長さはセミロング、フロントは長
めで、後に流れるデザイン。
☆ベルギーS E D U C T I O N （魅力）
長さは、ロング。サイズは大きなカー
ルでスイングして、後へ流れるデザイ
ン。

☆ヨーロッノ々では、サッスーンカット
が有名で今新しいデザインの（テント
カット）が流行、さすがヨーロッパの
おしゃれさんは、テントカットをして
ました。

Ｋ､Ｆ､Ｓ､ ＜1 2 月1 0 日＞
クリスマスパーティで
遊びませんか? １

－下着ショーだってあるよ－

Ｋ､ F , S ､ の第３回定期例会は、1 9 7 5 年
のフィナーレを飾って楽しいクリスマ
スの交歓パーティ。
１２月1 0 日（水）生田神社会館４Ｆで

午後６時～９時まで（5 , 0 0 0 円）で開
かれるクリスマスパーティ。
ショータイムには下着ショーを企画
しているが、これは、ＫＦＳ・の会長の
作品といっても“アソビ”的なものを
紹介したり、神戸のメーカ、川上やモ
ニックレース、美藤商店、ブランシエ
ールなどからの商品提供に、鴨居羊子
さんのチュニックのものをゲスト作品
にという構成で楽しく3 0 分をみせる。
後はダンスとゲームという３時間。あ
なたもぜひ。チケットのお申込みは
ｏＫＦ. S・事務所t e l 3 9 1 - 4 7 6 8
・神戸つ子編集室t e l 3 3 1 - 2 2 4 6

浦野敏彦さん「Ｋ､ F ､ S ・」が
ハイティーファッションコンサート

１２月1 3 日（土）の午後１時～３時迄
大阪ロイヤルホテルのスカイラウンジ
3 0 階で、浦野敏彦さんの「ブティック
メル」がダンスリー・ルネッサンス合
奏団とピアノの佐野ユリコさんとジョ
イントした｢ ハイティーファッション
コンサート」を開く。当日券は2 , 0 0 0
円です。是非ご参加を. ノ

☆Ｋ､ Ｆ, Ｓ・メンバーによるＰ. Ｒ、
カット＆パーマ

シオン美容室
神戸市長田区川西通４ノl l
t e l （0 7 8 ）6 9 1 - 1 7 7 9

デザインルーム

ナカハラ中原武志
神戸市生田区元町通２丁目３７村田ピル
Phone（391）４７６８

室内を演出する

ﾈ 申戸装飾株式会社
神戸市生田区中山手通２丁目6 4 ノ４
三宮販売部P h o n e 〈3 3 1 ）０５５７

神戸もとまち

大 丸
Pho n e神戸（0 7 8）3 3 1 - 8 1 2 1
ミセスのための婦人服
Ｖｅｒｔゥエール
伸和スタイル株式会社
神戸市葺合区生田町３丁目１７
P h o n e （2 4 1 ）8 6 9 1

チョコレートの

モロゾフ株式会社
神戸市東灘区御影中町６丁目哩番』9 号
P h o n e 〔8 5 1 1 1 5 9 4

コウベセンスで創る婦人靴
株式会社
ＴＵＫＡＳＡツカサ
蛎潅卿目W:項､錨:9,,,73,
株式会社阿曽理容店
神戸営業所神戸市葺合区浜辺通5 ノ２ノ’
神戸商工貿易センタービル'ｍｔｅｌ（2 5 1 ) ３０１０
株式会社理容アソ
大阪市北区小松原２７富国生命ピルｌＦ
Ｐｈｏｎｅ（331）２２１４

1１０
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☆神戸ファッション市民大学ＯＢによるグループ

＜神戸のファッション都市化をめざす＞

Ｋ､ Ｆ､ S ・主催第１回女性のための

ファッション講座で
蜂しのファッションを

講義する大田主筆

神戸に生きる女. 性のためにと、Ｋ､ F ，
Ｓ､ が初のファッション講座を企画。
１１月1 4 日～1 2 月２日６回にわたって

暮しの中のファッションを神戸の街と
結んで選ばれたテーマと講師によって
婦人会館く神戸総合福祉センター５Ｆ
＞で開かれた。
１１月1 4 日の初日は約3 0 名のＢＧや、
ファッションの仕事にたづさわる女性
また、ミセスやお嬢さんたちが、神戸
新聞主筆畑専一郎さんによる「ファッ
ション都市神戸と女性」をテーマのお

｜話があり、熱心に耳を傾けた。
1 1 1’１月' 8日は「本物と偽物（節約時代
｜のファッション)」を伊藤博氏（伊藤
デザイン研究所長）が。１１月2 1 日は、
「良い靴の選び方」をＫ, ＥＳ. の会員

コウベファッションソサエテイ

Ｋ､1F・Sonews3
の栗原俊二さんくＫＫカーブ＞が、ま
た「住いの改造」について建築家の高
月昭子さんが講演。
１１月2 5 日は｢ ファッションと洋菓子」

についてＫＦ. Ｓ, 会員の松宮隆男氏く
ＫＫモロゾフ営業部長＞が話し、武安
正彦氏( ＫＫドンク神戸営業課長) が、
｢ 暮しとパン」について､ 神戸の洋菓子
とパンの魅力や美味しいたべ方などを
話され、サンプルつきとあって女性に
大好評だった。
１１月2 8 日に、Ｋ, ＥＳ・会員の本多泰子
さんく美容院すずらん＞が「おしゃれ
と女性心理について｣ 、また1 2 月２日
の最終回は、小川梢院長く小川洋裁学
院長＞が、「ファッションコーディネ
イトの楽しみ方」を実地についていろ
いろ話され、おしゃれ神戸の女性を美
しくと、６回にわたって開かれた初の
催を終えた。次回は来春に第２回が予
定されている。

Ｋ, Ｆ､ S ､ 第２回マンスリーサロン

女はさわられたい、
男はさわりたい。
「人間の欲望と都市空間」
Ｋ､ Ｆ､ Ｓ・の定期例会第２回マンスリ
ーサロンが１１月８日貿易センターピル
2 3 階Ｆ室で午後６時3 0 分より開かれ、

事務局／神戸市生田区元町通２丁目3 7 村狐ピル
デザインルームナカハラ内ＴＥＬ3 9 1 - 4 7 6 8

講師に山川勝彦
氏く山川研究所
所長＞参加者は
約50名。
先にＫ､F,S,会
員の松宮隆男さ
んくＫＫモロゾ
フ営業部長＞の山川勝彦氏ノ ' 呂采樹 > 猿〆 v ノ

スピーチがあり、「これからの洋菓子
づくりは、消費者の生活イメージを描
きながら商品構成することが大切では
ないだろうか。ファッションは人が集
まる肌のぬくもりみたいなもので、フ
ァッションと洋菓子との関係は人と人
とのふれあいにポイントがある。消費
者が生活を楽しんでもらえる消費者中
心のものづくりを｣ と､ 新しい販売促進
を語り、山川氏は、「本来人間のすべて
は“間”によって構成される。間がい
い間がもてぬという人間の行動と、空
間｡ それに加えて人間の欲望が加わり、
複･ 合社会の中では、求道精神的な方向
といろいろなものへの複雑な欲望、両
者をバランスとって生きることが必要
ではないだろうか。都市人間のひづみ
をうづめるものはストレスの解消のた
めの繁華街（置物、飲食、遊び）の必
要と趣味を生した自然の中での暮しと
いったものがいる」と現代人の生活の
二面性のバランスの大切さを語った。
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双
児
の
チ
ン
。
ハ
ン
ジ
ー
銀
ち
ゃ
ん
生
後
ｎ
年
“
日
。
そ
の
夕
方
の
子
ら
は
金
と
銀
と
名
づ
け
ら
れ
た
。

不
幸
な
大
発
作
が
元
気
だ
っ
た
銀
ち
ゃ
ん
を
突
然
お
そ
っ
た
。
初
産
は
２
日
で
死
亡
。
第
二
産
も
授
乳
が
な
い
た
め
、
わ
が
国

昭
和
印
・
ｎ
ｏ
１
午
後
四
後
、
食
時
前
必
ず
態
度
で
示
す
オ
初
の
人
工
哨
育
で
姉
チ
ェ
リ
ー
を
育
て
た
が
、
第
三
産
め
に
あ
た

ス
の
〃
怒
り
行
動
〃
。
兄
の
金
と
呼
応
し
て
は
隣
り
の
オ
ス
と
メ
る
双
児
の
金
と
銀
は
体
重
僅
か
に
八
○
○
グ
ラ
ム
（
平
均
一
一
○
○

ス
や
、
オ
ラ
ン
ゥ
ー
タ
ン
め
が
け
わ
め
さ
ち
ら
し
、
あ
ば
れ
ま
わ
○
グ
ラ
ム
）
未
熟
児
の
双
児
は
ミ
イ
ラ
の
よ
う
に
痩
せ
、
そ
の
夜

る
攻
撃
的
な
興
奮
の
さ
な
か
、
銀
が
突
然
失
神
し
、
鉄
格
子
か
ら
か
ら
徹
夜
の
育
児
を
は
じ
め
た
が
、
私
に
は
こ
の
双
児
が
育
つ
と

落
下
し
た
。
そ
の
瞬
間
は
だ
れ
も
目
撃
で
き
な
か
っ
た
こ
と
も
不
い
う
確
信
が
ど
う
し
て
も
持
て
な
か
っ
た
。

幸
が
重
っ
た
。
数
分
後
私
が
気
づ
い
た
と
き
に
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
捕
乳
の
た
め
身
体
を
起
す
だ
け
で
顔
面
蒼
白
、
ヒ
キ
ッ
ケ
を
起

の
床
に
た
た
き
つ
け
ら
れ
、
胃
の
内
容
物
を
堰
吐
し
、
脱
糞
が
多
す
こ
と
生
後
一
週
ま
で
に
一
一
一
回
。
そ
の
う
ち
一
一
回
は
呼
吸
困
難
に

量
に
み
ら
れ
、
呼
吸
は
浅
く
、
銀
は
昏
睡
状
態
に
陥
っ
て
い
た
。
陥
り
そ
の
つ
ど
人
工
呼
吸
と
全
身
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
続
け
、
酸
素
ポ

〔
昏
睡
十
四
時
間
〕
ン
ベ
が
離
せ
な
か
っ
た
。

室
内
に
入
れ
て
や
り
仰
向
き
で
は
ヨ
ダ
レ
や
胃
の
内
容
物
で
窒
そ
の
金
と
銀
が
、
よ
う
や
く
順
調
な
発
育
を
見
せ
は
じ
め
た
の

息
の
危
険
が
あ
る
た
め
横
に
寝
か
せ
た
が
、
手
足
は
重
た
く
冷
え
は
生
後
三
カ
月
ヨ
ダ
レ
の
下
か
ら
ま
つ
し
ろ
な
門
歯
２
本
が
顔
を

き
っ
て
い
た
。
布
切
れ
と
毛
布
で
体
を
包
ん
で
や
り
、
保
温
と
呼
の
ぞ
か
せ
た
頃
だ
っ
た
。

吸
を
助
け
て
や
る
よ
う
つ
き
き
り
。
銀
の
オ
リ
の
中
で
寝
て
や
つ
●
一
○
○
日
の
食
べ
ぞ
め
も
祝
っ
て
や
っ
た
。

た
。
う
す
暗
い
オ
リ
の
中
、
そ
れ
は
銀
ち
ゃ
ん
と
。
ハ
・
ハ
最
後
の
一
●
七
五
三
参
り
や
近
所
の
お
地
蔵
さ
ま
に
も
お
参
り
し
た
。
何
時

夜
だ
っ
た
。
想
い
返
せ
ば
限
り
な
い
金
と
銀
ち
ゃ
ん
。
ｎ
年
３
力
も
洋
服
の
下
に
、
お
守
り
さ
ん
を
持
た
せ
て
い
た
。

月
。
そ
し
て
姉
チ
ェ
リ
ー
と
の
生
活
が
あ
っ
た
。
●
人
間
と
同
じ
平
ら
な
上
で
育
っ
た
こ
と
か
ら
、
歩
く
ま
で
に
、

昭
和
調
。
８
．
７
午
前
零
時
５
分
、
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
の
母
親
マ
寝
返
り
か
ら
、
お
座
り
。
腹
ば
い
。
そ
し
て
伝
い
歩
き
と
い
う
青

コ
は
世
界
で
も
類
例
の
少
な
い
双
生
児
を
出
産
し
た
。
し
か
も
一
ち
方
を
し
た
。

卵
性
。
と
も
に
オ
ス
。
当
時
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
ち
な
み
、
そ
③
冬
に
な
る
と
ヒ
ビ
割
れ
や
、
シ
モ
ヤ
ケ
に
も
な
っ
た
。
毎
夜
お

上
は
、
生
後
卯
日
の
銀
ち
ゃ
ん
、
金
ち
ゃ
ん
。
毎
日
の
よ
う
に
体
重
を
計
っ
た
。
下
は
、
右
よ
り
金
ち
ゃ
ん
１
才
、
チ
ェ
リ
ー
２
才
、
銀
ち
ゃ
ん
１
才
。

牛

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



鱗蕊鍵

鶏

風
呂
の
あ
と
、
チ
ョ
コ
ラ
ザ
ー
ネ
を
塗
っ
て
や
っ
た
。

●
公
明
選
挙
運
動
に
参
加
、
本
庁
前
か
ら
、
セ
ン
タ
ー
街
、
元
町

へ
と
。
ハ
パ
と
い
っ
し
ょ
に
乳
母
車
で
行
っ
た
こ
と
。
そ
れ
に
六
甲

山
ト
ン
ネ
ル
開
通
式
の
日
、
オ
ー
プ
ン
カ
ー
の
上
で
ふ
る
え
た
こ

と
。●

金
と
銀
、
・
ハ
パ
は
よ
く
ま
ち
が
え
た
。
だ
が
、
耳
の
し
わ
が
違

っ
て
い
た
。

●
お
っ
と
り
方
の
金
に
く
ら
べ
銀
は
好
奇
心
が
強
く
、
何
ん
で
も

手
を
出
し
、
そ
の
く
せ
金
に
取
ら
れ
て
た
。

●
パ
パ
が
一
番
悲
し
く
困
っ
た
日
。
そ
れ
は
お
前
た
ち
、
チ
ェ
リ

ー
も
ま
じ
え
、
三
姉
弟
が
と
う
と
う
動
物
園
の
オ
リ
の
中
に
帰
る

日
だ
っ
た
。
金
と
銀
は
パ
パ
の
両
足
に
し
が
み
つ
き
、
チ
ェ
リ
ー

姉
ち
ゃ
ん
は
背
中
か
ら
お
り
な
い
。
。
ハ
パ
は
泣
き
な
が
ら
、
お
前

達
を
、
む
り
や
り
オ
リ
の
中
に
お
し
入
れ
た
と
き
。
長
い
間
馴
れ

る
ま
で
オ
リ
の
中
で
毎
夜
い
っ
し
ょ
に
寝
て
や
っ
た
こ
と
。

●
パ
パ
が
お
前
た
ち
と
ず
っ
と
い
っ
し
ょ
に
オ
リ
の
中
に
い
た
ら

こ
ん
な
こ
と
に
な
ら
な
か
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

●
な
ぜ
お
前
た
ち
は
、
何
時
も
黙
っ
て
ば
か
り
い
る
。

●
お
腹
が
痛
い
。
頭
が
痛
い
。
あ
れ
が
食
べ
た
い
。
あ
い
つ
が
、

石
を
投
げ
つ
け
た
。
寒
い
。
暑
い
。
何
で
も
い
い
か
ら
、
ち
ょ
っ

と
で
も
い
い
か
ら
喋
っ
て
く
れ
た
ら
、
そ
う
思
わ
な
い
日
は
な

上
は
、
金
ち
ゃ
ん
、
銀
ち
ゃ
ん
６
才
。
中
は
八
右
Ｖ
チ
ェ
リ
ー
７
才
、
八
中
Ｖ
銀
６
才
、
八
左
Ｖ
金
６
才
。
下
は
八
中
Ｖ
銀
ち
ゃ
ん
、
八
左
Ｖ
金
ち
ゃ
ん
７
才
八
右
Ｖ
チ
ェ
リ
ー
８
才
。

い
。●

そ
れ
に
お
前
た
ち
、
シ
ヤ
ッ
ク
リ
。
あ
く
び
。
笑
う
こ
と
も
で

き
る
の
に
、
何
故
悲
し
い
涙
が
で
な
い
ん
だ
ろ
う
。
パ
パ
は
そ
れ

が
ふ
び
ん
で
た
ま
ら
な
い
。
強
い
光
の
刺
激
や
ゴ
ミ
が
入
る
と
眼

か
ら
涙
が
出
る
。
だ
が
感
情
に
つ
な
が
ら
な
い
お
前
た
ち
の
泣
き

声
に
は
、
か
わ
い
そ
う
に
一
滴
の
涙
も
落
ち
て
こ
な
い
こ
と
を
パ

パ
は
ち
ゃ
ん
と
知
っ
て
い
る
。

〔
別
れ
の
と
き
〕

翌
朝
六
時
二
○
分
。
眠
っ
た
ま
ま
の
銀
は
と
う
と
う
私
の
元
へ

は
帰
っ
て
く
れ
な
か
っ
た
。

冷
た
く
な
っ
た
銀
を
オ
リ
か
ら
抱
き
だ
そ
う
と
し
た
と
き
。
私

が
見
た
の
は
、
こ
れ
ま
で
一
度
も
見
せ
た
こ
と
の
な
い
異
様
な
声

と
悲
し
み
の
あ
ふ
れ
出
た
姉
チ
ェ
リ
ー
と
金
の
姿
だ
っ
た
。
身
体

を
ゆ
さ
ぶ
り
、
心
の
内
を
精
い
っ
ぱ
い
表
し
、
そ
の
悲
し
い
顔
の

眼
に
は
涙
こ
そ
な
か
っ
た
が
、
チ
ェ
リ
ー
姉
ち
ゃ
ん
も
金
ち
ゃ
ん

も
銀
の
死
を
悲
し
み
、
ほ
ん
と
う
に
泣
い
て
い
た
。

・
ハ
パ
の
両
腕
に
抱
か
れ
た
銀
ち
ゃ
ん
印
談
の
重
み
は
、
元
気
だ

っ
た
と
き
と
少
し
も
変
ら
な
い
お
前
の
顔
は
決
し
て
忘
れ
な
い
。

ど
う
か
残
っ
た
姉
チ
ェ
リ
ー
や
金
、
そ
し
て
、
小
さ
な
神
ち
ゃ
ん
。

そ
れ
に
こ
れ
か
ら
誕
生
し
て
く
る
兄
弟
た
ち
の
幸
せ
を
守
っ
て
や

っ
て
お
く
れ
。
八
王
子
動
物
園
学
芸
員
／
写
真
も
Ｖ

ｆ
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廃

灘

イ
ン
テ
リ
ア
の
総
合
商
社
〃
キ
ン
グ

ァ
ド
バ
ン
ス
〃
が
設
計
し
た
こ
の
花

隈
に
あ
る
「
キ
ン
グ
ス
ラ
ウ
ン
ジ
」

は
、
モ
ダ
ン
と
ア
ン
テ
ィ
ッ
ク
を
調

和
さ
せ
た
粋
な
イ
ン
テ
リ
ア
で
す
。

縄蕊キング
ァドバンス

●インテリア
コーナー〈２〉

ng3Iounge剛
設計施工
キングアドバンス大原宵 お問合せ壷2 3 1 - 6 4 5 0 ざ

1１５

蕊

一
日
に
一
度
は

足
を
運
び
た
く
な
る

昼は喫茶店に、夜のドリンクタイムは安価、ムード、美女
三拍子を鉄則にスタートしたのが《キングスラウンジ》です。
ティータイム９時～６時ドリンクタイム９時～１時飲んだ後
コーヒー¥20 0ポトルキープテイチヤー¥5. 9 0 0票ギニ駕

噸鮒?責，岨鴎雪
壷（0 7 8 ）3 5 1 - 6 8 3 5 当竺ﾆ ﾆ ｰ F 厘室唾‘

&

識
響

鋳 雫
心

詣
認
溌
唾
懐

諾
‐
‐
‐
…
柿
⑭

おかげさまで〈曹幸〉も
６周年記念を迎えました。
●６周年記念ゴ．ルフコンベより

蕊灘懇簿

うなぎととんかつ

星、 素
大丸前筋日東館北
ＴＥＬ３３１３５６０
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ハイセンスの紳士服で最高のおしゃれを. ノ
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鶴
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三
宮
方
面
で
の
お
買
物
は
…
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さ
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ち
か
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フ
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ミ
リ
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四
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三
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セ
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ラ
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一
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四
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お
買
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元
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元
町
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山
側
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パ
ン
ブ
ウ
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一
九
町
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一
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目
不
二
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前
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三
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一
’
○
七
六
八

神
戸
訳
前
方
面
で
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お
買
物
は
…

サ
ン
こ
う
ぺ
店
神
戸
訳
前
地
下
街
壷
三
五
一
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六
○
○
二

お
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ち
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と
、
接
着
剤
の
積
類
に
よ
っ
て
つ
ぎ
の

よ
う
な
も
の
が
み
ら
れ
る
。

①
セ
メ
ン
ト
・
サ
イ
ド
・
シ
ー
ム
缶

ポ
リ
ア
ミ
ド
系
の
充
填
剤
を
接
合
部

に
塗
布
し
捲
き
締
め
る
も
の
。
た
だ
し

接
着
強
度
、
気
密
性
な
ど
が
や
や
劣
る

た
め
、
用
途
と
し
て
は
、
モ
ー
タ
ー
オ

イ
ル
缶
と
粉
乳
缶
に
限
定
さ
れ
て
い
る

②
ミ
ラ
・
シ
ー
ム
缶

Ｔ
Ｆ
Ｓ
の
両
面
に
樹
脂
を
塗
布
し
て

ナ
イ
ロ
ン
を
接
着
剤
と
し
て
接
合
す
る

も
の
。
接
着
強
度
と
気
密
性
に
優
れ
て

い
る
の
で
、
ビ
ー
ル
缶
、
炭
酸
飲
料
缶

に
適
し
て
い
る
。

③
ク
リ
ー
ン
缶

特
殊
ポ
リ
オ
レ
フ
ィ
ン
系
の
接
着
剤

を
用
い
る
も
の
で
、
ぶ
り
き
で
も
Ｔ
Ｆ

Ｓ
に
も
使
用
で
き
る
。
五
ガ
ロ
ン
缶
用

の
新
し
い
接
着
剤
で
あ
る
。

④
ト
ー
ョ
ー
・
シ
ー
ム
缶

一
九
七
○
年
に
わ
が
国
の
製
缶
メ
ー

缶
ビ
ー
ル
、
缶
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
の
容

器
は
、
半
田
付
け
で
接
着
製
缶
さ
れ
て

き
た
。
半
周
に
含
ま
れ
る
鉛
公
害
を
排

除
す
る
た
め
、
缶
材
料
が
ア
ル
ミ
ニ
ュ

ウ
ム
、
ガ
ラ
ス
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
紙

な
ど
に
移
行
し
始
め
て
い
る
。
と
こ
ろ

が
、
金
属
缶
は
、
ガ
ラ
ス
や
紙
な
ど
の

材
料
と
違
い
、
成
型
性
や
外
観
の
美
麗

さ
で
優
れ
て
い
る
た
め
、
半
田
を
使
用

し
な
い
製
缶
法
の
開
発
が
急
が
れ
て
い

た
。
こ
こ
数
年
、
無
半
田
に
よ
る
接
着

製
缶
技
術
が
開
発
さ
れ
、
高
温
の
加
熱

殺
菌
を
伴
わ
な
い
ビ
ー
ル
や
ジ
ュ
ー
ス

な
ど
の
容
器
と
し
て
利
用
さ
れ
始
め
て

い
る
。そ

れ
は
、
①
接
着
構
造
で
半
田
を
使

用
し
な
い
た
め
、
鉛
に
よ
る
重
金
属
汚

染
の
心
配
が
な
い
。
②
一
缶
あ
た
り
の

材
料
の
使
用
量
が
少
な
く
て
す
む
。
③

半
田
付
け
部
が
な
い
た
め
印
刷
面
積
が

大
き
く
と
れ
る
。
④
ぶ
り
き
に
比
べ

て
、
安
価
な
テ
ィ
ン
・
フ
リ
ー
・
ス
チ

ー
ル
（
Ｉ
Ｔ
Ｆ
Ｓ
）
が
使
用
で
き
る
。

と
い
っ
た
特
徴
を
も
つ
た
め
で
あ
る
。

無
半
田
缶
の
種
類
、
加
工
法
、
主
な

使
用
素
材
、
適
用
例
を
表
に
し
た
も
の

の
う
ち
、
接
着
缶
を
と
り
あ
げ
て
み
る

諸
岡
博
熊

八
神
戸
市
企
画
局
参
事
Ｖ

無
半
田
接
着
鍵

☆
技
術
ジ
ャ
ー
ナ
ル
八
Ⅲ
Ｖ

砥

両

黒半田缶の極舞Ｉ・加工法等

カ
ー
が
開
発
し
た
も
の
で
、
海
外
に
技

術
輸
出
す
る
ほ
ど
の
優
れ
た
も
の
。
そ

れ
は
、
Ｔ
Ｆ
Ｓ
に
樹
脂
を
塗
布
し
て
ナ

イ
ロ
ン
で
接
合
す
る
た
め
炭
酸
飲
料
缶

に
最
適
で
あ
る
。×

×
×

ト
ー
ョ
ー
。
シ
ー
ム
缶
は
、
①
従
来

の
半
田
接
着
缶
設
備
の
転
用
が
可
能
な

た
め
設
備
投
資
が
比
較
的
少
く
て
す
む

長
所
を
も
っ
て
い
る
。
②
Ｔ
Ｆ
Ｓ
が
ぶ

り
き
に
比
べ
缶
材
と
し
て
安
価
な
た
め

製
品
が
安
く
な
る
。
ま
た
、
製
缶
能
率

が
半
田
缶
と
同
等
以
上
と
い
っ
た
さ
ま

ざ
ま
な
メ
リ
ッ
ト
を
も
っ
て
い
る
。
③

と
く
に
、
接
着
強
度
と
気
密
性
の
点
で

ビ
ー
ル
や
炭
酸
飲
料
缶
に
適
し
て
い
る

そ
の
上
、
美
麗
な
印
刷
面
積
を
大
き
く

と
れ
る
と
い
う
利
点
を
も
っ
て
い
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
無
半
田
缶
は
時

代
の
要
請
で
、
収
納
す
る
内
容
物
に
よ

っ
て
、
Ｄ
Ｉ
Ｓ
缶
、
溶
接
缶
な
ど
接
合

技
術
の
種
類
が
変
化
す
る
。
こ
の
な
か

で
も
、
加
熱
殺
菌
に
弱
い
と
い
わ
れ
る

接
着
缶
は
、
技
術
的
に
改
善
さ
れ
た
と

は
い
え
、
材
料
費
の
点
で
伸
び
悩
ん
で

い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
適

用
の
た
め
、
Ｄ
Ｉ
Ｓ
缶
や
溶
接
缶
の
設

備
も
増
設
さ
れ
て
お
り
、
接
着
缶
と
の

市
場
シ
ェ
ア
争
い
が
生
じ
て
い
る
。

と
く
に
、
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
の
飲
料

缶
の
需
要
が
、
食
生
活
の
改
善
と
と
も

に
伸
び
て
い
る
の
で
、
無
半
田
接
着
缶

は
、
ま
さ
に
時
代
の
波
に
の
っ
て
い
る

と
い
え
る
。

ＤＩＳ：Ｄｒａｗｎ＆ｌｒｏｎｅｄＳｔｅｅＩＣａｎ

ユ

１
１１７
１

種類

披蓋缶

溶接缶

ＤＩＳ缶

ブレス誼

ロックシ
一ム缶

加二法

接着剤による接合

潅接による接合

絞り及び
しごき加工
プレス分、三による

絞り

折り幽啄加工に
よる接合

主な使用楽材

ＴＦＳ

ＴＳＦ
ふくりき
" ぶりき
アノレ

" ぶり営
ＴＦＳ

ぶりき
ＴＦＳ

適用例

ビ・・ル缶
炭酸飲料缶

一
一

ベ
ピ
ビール缶
飲謡雷

魚肉缶
葉子缶
乾電池缶
詮缶

缶
缶
し
し

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



領

最
近
、
「
何
か
社
会
の
お
役
に
立
ち
た
い
ん
だ
け
れ
ど
、
私
に

お
手
伝
い
で
き
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
」
と
い
う
主

婦
や
学
生
、
勤
労
青
少
年
の
声
を
し
ば
し
ば
耳
に
す
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
。

自
分
の
生
活
に
時
間
の
ゆ
と
り
が
で
き
た
の
で
、
そ
の
時
間
を

利
用
し
て
他
人
の
た
め
に
伽
き
た
い
と
い
う
人
や
、
今
の
家
庭
生

活
や
学
生
生
活
、
あ
る
い
は
会
社
で
の
仕
事
が
ど
う
も
単
調
す
ぎ

て
満
足
で
き
な
い
、
何
か
も
っ
と
積
極
的
な
生
き
方
を
し
た
い
、

社
会
的
な
活
動
が
や
っ
て
み
た
い
、
と
思
う
人
な
ど
そ
の
動
機
は

さ
ま
ざ
ま
で
あ
っ
て
も
、
こ
う
い
う
気
持
を
も
つ
人
が
増
え
て
き

た
と
い
う
の
は
大
変
嬉
し
い
こ
と
だ
。

し
か
し
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
何
か
や
り
た
い
、
と
い
う
素

朴
な
気
持
は
あ
っ
て
も
、
ど
こ
に
行
け
ば
何
が
で
き
る
の
か
わ
か

ら
な
い
で
い
る
人
も
多
い
。

一
方
、
福
祉
施
設
や
病
院
な
ど
で
も
最
近
は
地
域
の
人
た
ち
の

協
力
を
求
め
る
と
こ
ろ
も
次
第
に
多
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
市
民

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
福
祉
施
設
と
の
間
に
た
っ
て
双
方
の
ニ
ー
ド

を
調
査
し
調
整
す
る
斡
旋
機
関
の
よ
う
な
も
の
が
ど
う
し
て
も
必

要
と
な
っ
て
き
た
。

今
年
の
七
月
一
日
か
ら
神
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
な
か
に
誕

生
し
た
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
セ
ン
タ
ー
」
は
こ
う
し
た
社
会
的

韮
旦
尽
の
な
か
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

情
報
セ
ン
タ
ー
は
、
あ
い
て
い
る
時
間
を
利
用
し
て
自
分
の
知

口
神
戸
を
福
祉
の
町
に
八
別
Ｖ

１
１８
１

橋
本
明
八
社
団
法
人
「
家
庭
篭
促
進
協
会
」
事
務
局
長
ｖ

市
民
み
ん
な
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
／
、

識
、
技
術
、
労
力
な
ど
を
福
祉
活
動
の
た
め
に
使
い
た
い
と
い
う

人
の
申
込
み
を
受
け
る
と
、
そ
の
人
の
希
望
に
合
っ
た
適
当
な
施

設
や
活
動
を
紹
介
し
た
り
、
あ
る
い
は
施
設
が
必
要
と
し
て
い
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
さ
が
し
た
り
す
る
仲
介
の
役
目
も
す
る
が
、
そ

の
他
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
す
る
総
合
的
な
連
絡
調
整
と
情
報

の
収
集
、
提
供
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

七
月
に
発
足
し
て
か
ら
十
月
末
ま
で
の
四
カ
月
間
の
利
用
状
況

を
み
る
と
、
受
付
件
数
は
全
部
で
一
五
七
件
で
、
そ
の
う
ち
沌
件

は
施
設
や
団
体
な
ど
か
ら
の
ニ
ー
ド
、
師
件
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
希

望
者
の
申
込
み
、
娼
件
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
す
る
相
談
、

４
件
が
技
能
を
も
つ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
登
録
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
セ
ン
タ
ー
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

し
た
い
と
い
う
申
込
み
を
し
て
く
る
の
は
や
は
り
大
学
生
、
若
い

勤
労
者
、
主
婦
な
ど
が
多
い
そ
う
だ
が
、
主
婦
や
勤
労
者
の
場
合

は
具
体
的
に
「
こ
う
い
う
こ
と
を
し
た
い
」
と
は
っ
き
り
自
分
の

希
望
を
言
う
人
よ
り
も
、
た
だ
「
何
か
し
て
み
た
い
」
と
い
う
漠

然
と
し
た
気
持
で
申
込
ん
で
く
る
人
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
学
生

の
場
合
は
夏
休
み
の
キ
ャ
ン
プ
な
ど
の
手
伝
い
を
し
た
い
と
い
う

人
が
割
合
多
い
よ
う
だ
。
今
ま
で
の
申
込
み
者
の
な
か
で
最
高
令

者
は
師
才
の
お
年
寄
り
で
、
保
育
所
の
お
手
伝
い
を
し
た
い
と
い

う
申
し
出
が
あ
っ
た
。
異
色
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
は
神
戸
大

学
に
留
学
中
の
ベ
ト
ナ
ム
人
の
留
学
生
か
ら
の
申
込
み
が
あ
り
、

彼
は
今
灘
区
鶴
甲
の
精
神
薄
弱
児
通
園
施
設
の
「
ひ
ま
わ
り
学
園
」
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１
１９
１

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
希
望
者
の
応
待
に
忙
し
い
情
報
セ
ン
タ
ー
の
職
員

筒

ど
専
門
的
な
知
識
が
必
要
な
も
の
ま
で
さ
ま
ざ
ま
。
施
設
の
種
類

に
よ
っ
て
は
、
た
と
え
ば
保
父
さ
ん
を
求
め
て
い
る
保
育
所
も
あ

り
、
老
人
の
話
相
手
や
代
書
、
盲
人
へ
の
朗
読
奉
仕
を
求
め
て
い

る
老
人
ホ
ー
ム
も
あ
り
、
障
害
児
の
歩
行
訓
練
の
補
助
や
外
出
の

時
の
介
助
者
を
さ
が
し
て
い
る
肢
体
不
自
由
児
の
施
設
な
ど
も
あ

る
。最

近
は
主
婦
の
間
に
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
希
望
者
が
多
く
な

り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
病
院
も
増
え
て
き
た
。
参
考
ま

で
に
阪
神
間
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
も
っ
て
い
る
病

院
を
あ
げ
る
と
、
県
立
西
宮
病
院
、
尼
崎
病
院
、
芦
屋
市
民
病

院
、
県
立
ガ
ン
セ
ン
タ
ー
、
関
西
労
災
病
院
、
兵
庫
医
大
附
属
病

院
、
甲
南
病
院
、
海
星
病
院
、
舞
子
台
病
院
な
ど
が
あ
る
。

最
近
、
福
祉
見
直
し
論
な
る
も
の
が
さ
さ
や
か
れ
て
い
る
よ
う

で
あ
る
が
、
福
祉
活
動
と
い
う
も
の
を
単
に
行
政
や
福
祉
関
係
の

専
門
家
だ
け
の
手
に
ゆ
だ
ね
て
い
た
の
で
は
十
分
な
広
が
り
と
深

み
の
あ
る
、
キ
メ
細
か
い
満
足
な
仕
事
は
と
う
て
い
で
き
な
い

し
、
お
の
ず
と
限
界
も
出
て
く
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
．

そ
の
町
に
住
む
市
民
が
自
ら
の
手
で
主
体
的
に
活
動
す
る
姿
勢

を
も
っ
て
こ
そ
は
じ
め
て
福
祉
社
会
へ
の
道
が
開
け
は
じ
め
る
よ

う
な
気
が
す
る
が
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
市
民
総
ぐ
る
み
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
が
そ
の
道
を
開
く
カ
ギ
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い

も
の
で
あ
る
。
言
葉
は
悪
い
が
オ
ッ
チ
ョ
コ
チ
ョ
イ
の
神
戸
っ
子

に
は
そ
の
素
質
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
あ
り
そ
う
だ
か
ら
、
来
年
あ
た

り
は
行
政
も
〃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
局
″
ぐ
ら
い
設
け
て
日
本
で
は
じ

め
て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
都
市
づ
く
り
を
や
っ
て
み
た
ら
ど
う
だ
ろ

う
。
と
に
か
く
何
か
や
っ
て
み
た
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
こ
と
を

も
っ
と
知
り
た
い
、
勉
強
も
し
て
み
た
い
、
．
．
：
：
等
と
い
う
人
は

一
度
左
記
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
セ
ン
タ
ー
」
へ
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

場
所
神
戸
駅
山
側
淡
川
神
社
西
門
川
の
巾
虻
総
合
舗
祉
セ
ン
ク
ー
ニ
階
。

神
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
三
五
一
’
三
○
四
四

開
所
時
間
月
・
火
・
水
・
金
曜
日
は
午
前
九
時
半
か
ら
午
後
五
時
ま
で
。
木
曜
日
は

午
後
八
時
半
ま
で
、
土
暇
日
は
正
午
ま
で
。
日
暇
・
祝
祭
日
は
休
み
で

す
。

で
活
躍
中
と
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
入
れ
る
福
祉
施
設
な
ど
の
状
況

を
み
る
と
、
市
社
協
の
調
査
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
入
れ
る
意

思
の
あ
る
施
設
は
碗
％
で
、
意
思
の
な
い
所
が
記
％
、
す
で
に
受

入
れ
て
い
る
所
が
妬
％
ほ
ど
あ
る
。

施
設
側
の
希
望
と
し
て
は
散
髪
の
奉
仕
、
施
設
の
修
理
、
ゲ
ー

ム
、
手
芸
、
学
習
、
園
芸
な
ど
の
指
導
者
を
常
時
必
要
と
し
て
お

り
、
お
茶
や
お
花
の
指
導
な
ど
多
少
知
識
や
技
術
な
ど
が
要
求
さ

れ
る
も
の
、
盲
老
人
の
音
楽
指
導
、
全
ろ
う
女
性
の
学
習
補
助
な
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１５

１３

１２

１４

習
所
が

五
年
の
第
五
一
議
会

警
視
庁
は
三
年
か
四

ダンスホール

< 約あおばしげる
心

こ
れ
が

ト
人
０
１
７
１
０
６
５
２
９
２
３
９

５
４
２
４
６
１
６
３
２
４
６
２

口
ダダ

人
０
１
２
７
２
１
５
５
４
６
５
６

師
女
１

牧
一
男
一
人
８
肥
５

パﾝド鷲：
人人
１６７０

１１４８

１０７０
１５８０
１４７０

６４５

１６８０

１４８０
７８２
１５１００
１３７０

１２７０

１日平均
入埼将

許可
年、ロ

昭和
４．１．７
４．６．３
４．９．１０
４．１１．１４

４．１２Ｊ８

4.1 2 . 2 8

５．２．１３

5.12.2 7
６．７．７
７．５－３１

８．５．１
１１．７．２３

汗可
年ｎＨ

■ 所 在地バンド名怖 ダンオオール
坪
０
７
１
５
６
３
５
８
４
．
５
．
０
２

０１Ｌ一一ル

人
７０

４８

７０
８０
７０

４５

８０

８０
８２
１００
７０

７０

昭和
４．１．７
４．６．３
４．９．１０
４．１１．１４

４．１２Ｊ８

4.1 2 . 2 8

５．２．１３

5.12.2 7
６．７．７
７．５－３１

８．５．１
１１．７．２３

坪
０
７
１
５
６
３
５
８
４
５
．
０
２

０
９
５
６
０
７
９
６
５
６
９
５

１

１

人
８
８
５
ｉ

人
０
１
２
７
２

１

１

人
０
１
７
１
０
６
５
２
９
２
３
９

５
４
２
４
６
１
６
３
２
４
６
２

人
６
１
０
５
４
６
６
４

１
１
１
１
１

１
１

０
１
２
１
１

☆
兵
庫
県
下
は
い
つ
も
日
本
－
多
か
っ
た
ホ
ー
ル
の
数

大
正
末
頃
の
退
廃
的
ム
ー
ド
に
乗
っ
て
い
ち
早
く
登
場
し
た
の

尼崎市昭和南通３丁目7 0 8
武庫郡良元村伊子志字逆瀬8 2 3
神戸市神戸区浪花町５８
ケ〃北長狭通６丁目６５

尼崎市杭瀕一の坪1 7 の１

西宮市泳門字登り7 9 8

尼崎市杭糊１４
西富市神楽町１３
武威邪山田村字菅の谷１
神戸市神戸旗二宮町３の１８
尼崎市杭散宮前2 6 の1
神戸市神戸区三富町2 の4

尼吋ダンスホール
宝塚会館
ダイヤクラブ
花映ダンスホール
キシグダンメホール
西富合館
( ガーデンホール）
版神会館

グンスパしス
西宮ダンスホール
鈴蘭ダﾝ ｽ ﾎ ｰ ﾙ
神戸社交クラブ
ダンスタイガー
キャピトール

Ⅸ」

1０

９

１５

５

1０

９

１５

５

1５

５

や
西
洋
か
ぶ
れ
の
人
々

し
て
、
大
正
一
五
年
に
は
兵
庫
県
下
だ
け
で
も
九
四
四
軒
も
で
き

た
が
、
グ
ラ
ス
に
揺
れ
る
ワ
イ
ン
、
セ
ク
シ
ィ
ム
ー
ド
を
あ
お
る

１４

昭和６年許可の鈴蘭ダンスホール 県下にあったダンスホール一覧（昭1 2 , 内務着警保局調査）

に
は
憲
政
会
・
政
友
本
党
の
有
志
議
員
か
ら
『
社
交
舞
踊
取
締
法

案
」
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
警
察
し
昭
和

二
年
に
は
「
ダ
ン
ス
取
締
」
を
議
題
に
し
た
近
畿
中
国
地
区
保
安

警
察
協
議
会
を
京
都
で
開
催
し
て
い
る
。

カ
フ
ェ
ー
の
ふ
ん
い
き
だ
っ
た
。
こ
こ
に
は
古
来
の
お
茶
屋
遊
び

の
よ
う
な
密
室
的
な
閉
鎖
性
は
な
く
、
狭
く
と
も
そ
こ
に
は
あ
る

種
の
心
理
的
解
放
感
が
あ
っ
た
こ
と
が
、
自
由
主
義
的
ム
ー
ド
を

求
め
る
当
時
の
人
々
の
心
理
的
欲
求
に
マ
ッ
チ
し
て
、
た
ち
ま
ち

享
楽
の
代
表
的
存
在
と
な
っ
た
。

こ
の
カ
フ
ェ
ー
に
少
し
遅
れ
て
登
場
し
て
、
や
が
て
カ
フ
ェ
ー

昭
和
二
年
頃
ま
ず
東
京
に
四
○
も
五
○
も
の
ホ
ー
ル
、
教

備
し
、
カ
フ
ェ
ー
・
西
洋
料
理
店
の
二
階
は
に
わ
か
造
り
の
ダ
ン

ス
ホ
ー
ル
に
な
っ
た
。
だ
が
、
男
女
が
相
抱
い
て
踊
る
ダ
ン
ス

が
、

地
は
大
阪
と
さ
れ
て
い
る
。
こ

に
は
縁
の
な
い
存
在
で
あ
っ
た
。
っ
。

雨
後
の
タ
ケ
ノ
コ
の
よ
う
に
で
き
た
の
で
、

健
当
時
の
為
政
者
に
と
っ
て
風
紀
上
放
置
で
き
ぬ
問
題
で
あ
っ

と
並
ん
で
流
行
し
、
特
に
大
都
会
で
モ
ポ

レ
コ
ー
ド
、

は
カ
フ
ェ
ー
だ
っ
た
が
、
「
赤
い
灯
青
い
灯
道
頓
堀
の
…
…
」
と

い
う
当
時
大
流
行
の
流
行
歌
に
あ
る
よ
う
に
、
カ
フ
ェ
ー
の
発
生

た
た
め
、
実
現
は
し
な
か
っ
た
が
、
大
正
一

リ
ア
、
甘
い
脂
粉
の
香
を
漂
わ
せ
る
女
給
の
サ
ー
ビ
ス
、

に
は
本
格
的
に
輸
入
さ
れ
、
一
流
ホ
テ
ル
は
競
っ
て
ホ
ー
ル
を
設

こ
の
頃
は
上
流
階
級
の
ご
く
一
部
に
流
行
し
た
だ
け
で
庶
民

て
こ
う
呼
ん
で
い
た
）
の
大
人
気
を
集
め
た
の
が
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル

で
あ
る
。
も
つ
も
こ
の
ソ
シ
ア
ル
ダ
ン
ス
（
社
交
ダ
ン
ス
）
が
は

じ
め
て
わ
が
国
に
到
来
し
た
の
は
、
明
治
の
鹿
鳴
館
時
代
で
あ
る

（
当
時
古
い
考
え
方
の
人
や
多
く
の
老
人
た
ち
は
彼
ら
を
非
難
し

だ
が
、

れ
が
た
ち
ま
ち
全
国
各
地
に
波
及

時
代
の
要
求
は
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
る
わ
け
に
は
ゆ
か
ず
、

も
う
も
う
た
る
紫
煙
に
か
す
む
安
っ
ぽ
い
シ
ャ
ン
デ

つ
い
て
第
一
次
世
界
大
戦
後
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年
に
、
有
名
な
フ
ロ
リ
ダ
（
赤
坂
溜
池
）
は
じ
め
八
つ
に
限
定
許

可
を
与
え
た
。
東
京
よ
り
取
締
り
の
き
つ
か
っ
た
関
西
の
許
可
ホ

ー
ル
は
少
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
外
国
人
の
多
く
住
ん
で
い
た

神
戸
を
有
す
る
本
県
に
は
昭
和
二
年
に
す
で
に
六
つ
の
ダ
ン
ス
ホ

ー
ル
が
あ
り
、
全
国
一
位
（
神
奈
川
五
、
東
京
四
、
愛
知
一
一
、
京

都
一
）
を
占
め
て
い
た
。
内
訳
は
神
戸
四
（
帝
国
舞
踊
学
館
・
神

戸
舞
踊
ク
ラ
ブ
・
神
戸
ミ
ヤ
サ
キ
音
楽
舞
踊
院
・
ダ
イ
ャ
ク
ラ

ブ
）
、
尼
崎
一
（
ア
マ
ガ
サ
キ
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
）
、
西
宮
一
（
甲
南

ク
ラ
ブ
）
と
な
っ
て
い
る
。
当
時
大
阪
府
は
許
可
し
な
い
方
針
を

と
っ
て
い
た
の
で
、
後
年
生
駒
山
々
上
に
生
駒
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
が

作
ら
れ
る
ま
で
は
大
阪
方
面
に
は
ホ
ー
ル
は
な
か
っ
た
。
五
年
に

は
八
つ
に
ふ
え
（
宝
塚
会
館
・
花
隈
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
・
キ
ン
グ
ダ

ン
ス
ホ
ー
ル
・
西
宮
会
館
・
阪
神
会
館
Ｉ
ダ
ン
ス
パ
レ
ス
・
西
宮

ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
等
出
現
）
、
そ
の
後
も
ふ
え
て
十
二
年
十
月
の
公

式
調
査
で
は
全
国
で
四
九
を
数
え
た
が
、
本
県
は
そ
の
う
ち
一
一
一

で
依
然
と
し
て
ト
ッ
プ
を
占
め
、
つ
づ
い
て
神
奈
川
二
、
東
京

一
○
、
京
都
四
、
そ
の
他
二
一
と
な
っ
て
い
る
。
東
京
よ
り
多
い

こ
と
は
今
か
ら
思
う
と
ふ
し
ぎ
な
気
も
す
る
が
、
日
本
一
の
貿
易

港
と
し
て
外
国
船
の
往
来
の
激
し
か
っ
た
神
戸
方
面
だ
け
に
当
時

と
し
て
は
当
た
り
前
の
現
象
だ
っ
た
わ
け
だ
。
な
お
、
年
々
鈴
蘭

台
（
現
在
神
戸
市
北
区
）
の
山
中
に
で
き
た
鈴
蘭
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル

は
、
月
夜
な
ど
暗
く
し
た
時
ホ
ー
ル
に
月
光
が
指
し
込
ん
で
な
か

な
か
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
ム
ー
ド
で
ホ
ー
ル
客
を
陶
酔
さ
せ
た
も
の

で
あ
る
。
五
年
の
内
務
省
誉
保
局
調
査
に
よ
る
「
兵
庫
県
下
ダ
ン

ス
ホ
ー
ル
一
覧
『
兵
庫
県
警
察
史
』
所
載
」
を
見
る
と
、
当
時
の

ホ
ー
ル
の
盛
況
振
り
が
よ
く
わ
か
る
が
、
ダ
ン
サ
ー
の
数
だ
け
を

拾
っ
て
も
約
五
○
○
人
も
い
た
わ
け
で
あ
る
。
客
も
全
ホ
ー
ル
の

一
日
平
均
九
○
○
人
近
く
を
数
え
て
い
る
。
じ
っ
さ
い
、
当
時
各

レ
コ
ー
ド
会
社
が
競
っ
て
売
り
出
し
た
数
多
く
の
ダ
ン
ス
曲
を
聞

い
て
い
る
と
、
だ
れ
し
も
ダ
ン
ス
を
し
た
く
な
る
の
は
当
然
で
、

一
部
の
堅
人
（
が
ち
じ
ん
）
や
右
翼
思
想
の
持
ち
主
、
国
酔
派
の

連
中
を
除
い
て
、
特
に
若
い
人
々
は
ダ
ン
ス
を
習
い
、
ち
ょ
っ
と

お
ぼ
え
る
と
さ
っ
そ
く
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
へ
出
か
け
て
、
ダ
ン
サ
ー

を
抱
い
て
バ
ン
ド
の
奏
す
る
楽
し
い
メ
ロ
デ
ィ
に
陶
酔
し
て
踊
っ

た
も
の
で
あ
る
。
シ
ス
テ
ム
は
ア
メ
リ
カ
な
ど
で
い
う
タ
キ
シ
ー

・
ダ
ン
ス
で
、
一
回
踊
る
ご
と
に
一
枚
の
チ
ケ
ッ
ト
を
渡
す
の
で

あ
る
が
、
普
通
午
後
三
時
か
ら
七
時
ま
で
は
昼
券
（
一
一
一
分
間
一
○

銭
）
七
時
か
ら
一
一
時
の
ラ
ス
ト
ま
で
は
夜
券
（
二
○
銭
）
を
一

○
枝
綴
り
で
売
っ
て
い
た
と
思
う
。
そ
の
頃
の
銭
湯
病
は
五
銭
、

場
末
の
喫
茶
店
な
ら
そ
の
金
で
コ
ー
ヒ
が
飲
め
た
の
だ
か
ら
、
昼

な
ら
二
杯
分
の
コ
ー
ヒ
代
で
三
分
間
女
性
を
抱
け
る
楽
し
さ
は
若

者
に
と
っ
て
格
別
な
喜
び
で
あ
っ
た
わ
け
だ
。
客
の
中
に
は
ブ
ル

ジ
ョ
ア
や
惚
れ
た
ダ
ン
サ
ー
相
手
の
常
連
客
が
い
て
、
そ
の
女
の

子
に
ダ
ン
ス
一
回
に
チ
ケ
ッ
ト
一
枚
で
は
な
く
五
枚
分
や
十
回
分

を
一
度
に
与
え
て
歓
心
を
買
う
者
も
い
た
。

と
こ
ろ
で
社
交
ダ
ン
ス
と
い
っ
て
も
、
そ
う
簡
単
に
踊
れ
る
も

の
で
は
な
く
、
正
式
に
踊
れ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
に
は
三
カ
月
ぐ

ら
い
の
レ
ッ
ス
ン
所
通
い
は
必
要
だ
っ
た
し
、
多
少
酔
っ
た
勢
い

で
ハ
メ
を
ば
つ
し
た
ダ
ン
ス
を
す
る
に
し
て
も
、
や
は
り
最
低
の

ル
ー
ル
は
知
っ
て
い
な
い
と
踊
れ
な
い
わ
け
だ
か
ら
、
ネ
コ
も
シ

ャ
ク
シ
も
気
分
だ
け
で
…
：
．
と
い
う
わ
け
に
は
ゆ
か
ず
、
知
ら
ぬ

者
が
勢
い
込
ん
で
ホ
ー
ル
に
入
っ
て
も
、
い
ざ
踊
る
と
な
る
と
、

た
じ
た
じ
と
な
っ
た
り
、
酔
い
に
任
せ
て
ダ
ン
サ
ー
の
手
を
と

り
、
果
て
は
ダ
ン
サ
ー
に
ぶ
つ
か
っ
て
ば
か
り
い
た
り
、
大
事
な

ダ
ン
ス
シ
ュ
ー
ズ
を
踏
み
つ
け
て
弁
償
さ
さ
れ
た
り
す
る
恥
づ
か

し
い
情
景
も
最
初
の
頃
は
よ
く
見
掛
け
ら
れ
た
も
の
だ
。

だ
か
ら
、
ダ
ン
サ
ー
の
方
も
そ
の
辺
の
呼
吸
を
よ
く
心
得
て
い

て
上
手
な
客
に
は
心
よ
く
応
じ
た
が
、
へ
た
く
そ
や
無
茶
苦
茶
ダ

ン
ス
に
は
よ
い
顔
を
せ
ず
、
時
に
は
ハ
ッ
キ
リ
こ
と
わ
っ
た
り
す

る
ケ
ー
ス
も
よ
く
見
ら
れ
た
。
一
」
の
点
カ
フ
ェ
ー
の
女
給
な
ど
以

上
に
職
業
ダ
ン
サ
ー
と
し
て
の
一
種
の
プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て
い
た

こ
と
は
事
実
で
、
金
銭
だ
け
で
応
ず
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
酔

客
の
エ
ロ
・
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
は
ハ
ッ
キ
リ
と
反
抗
し
、
時
に

は
平
手
で
相
手
の
顔
を
た
た
い
た
シ
ー
ン
な
ど
も
時
た
ま
見
受
け

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
反
対
に
、
好
き
な
ダ
ン
サ
ー
と
踊
り

つ
つ
、
ホ
ー
ル
の
閉
鎖
後
の
デ
ー
ト
を
約
束
し
て
い
た
常
連
客
が

か
な
り
い
た
こ
と
も
、
ホ
ー
ル
で
の
思
い
出
の
一
つ
で
あ
る
。

（
五
○
・
一
○
・
二
八
記
）

■

１
１２１
１
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